
Ｑ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
一
つ
目
の
語
ら
い
サ
ロ
ン
の

立
ち
上
げ
は
ど
う
す
る
予
定
？

Ａ
岩
之
入
に
越
し
て
き
た
ば
か
り
な
の
で
、
顔
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
集
落
を
歩
き
な
が
ら
地

域
の
方
に
声
を
掛
け
た
り
、
自
己
紹
介
の
チ
ラ
シ

を
配
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
少
し

ず
つ
勉
強
し
て
、
理
解
し
て
い
る
段
階
で
す
。
地

域
の
方
と
話
し
合
い
、
サ
ロ
ン
の
名
前
は
「
な
じ

ら
ね
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
ど
う
す
る

か
は
、
地
域
の
方
と
も
っ
と
親
し
く
な
っ
て
か

ら
、
話
し
合
っ
て
決
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
二
つ
目
の
棚
田
の
保
全
は
？

Ａ
棚
田
の
保
全
は
、
食
べ
て
い
く
た
め
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
防
災
と
い
う
観
点
も
あ
り
ま
す
。

土
砂
崩
れ
な
ど
災
害
を
防
ぎ
、
集
落
を
守
る
大
切

な
取
り
組
み
で
す
。
大
学
で
は
農
作
業
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
農
業
経
済
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
な

の
で
、
農
作
業
は
地
域
の
方
か
ら
教
わ
り
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
や
っ
て

み
て
大
変
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
岩
之
入
で
の
生
活
は
？

Ａ
中
・
高
部
活
で
卓
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
岩
之
入
の
お
母
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ

て
、
毎
週
水
曜
に
北
条
地
区
の
卓
球
サ
ー
ク
ル
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、
集
落
の
人
と
ビ
ー

ル
片
手
に
ホ
タ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
集
落
の

人
た
ち
か
ら
誘
っ
て
も
ら
え
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

Ｑ
マ
イ
ブ
ー
ム
は
？

Ａ
料
理
で
す
。
散
歩
し
て
い
る
と
き
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
地
域
の
方
が
レ
タ
ス
や
ト
マ
ト
な

ど
を
差
し
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
す
ご
く
色
が
良

く
、
お
い
し
い
野
菜
ば
か
り
で
す
。
頂
い
た
野

菜
を
活
用
し
た
い
し
、
元
々
食
べ
る
の
が
好
き

な
の
で
、
料
理
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。

先
日
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
ふ
る
ま
っ
た
ら
喜
ん

で
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
？

Ａ
集
落
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
だ
、
流

し
そ
う
め
ん
や
棚
田
キ
ャ
ン
ド
ル
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
50
人
以
上
の
方
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
も
関
東

か
ら
来
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ま
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
や
り
た
い
」
「
ま
た
集
落
の
人

と
集
ま
り
た
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
通
じ
て
、
集
落

の
一
員
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
く
こ
と

が
、
今
の
自
分
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

はじめまして、私たち地域おこし協力隊です

山での思想や生き方

を受け継ぐ！

令和のけだもの見習い

地域の方と語りたい！

おしゃべりモンスター

Ｑ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
「
け
だ
も
の
」
は
？

Ａ
協
力
隊
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
78
歳
の
師

匠
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
師
匠
が
よ
く
口
に

す
る
「
こ
こ
ら
の
百
姓
は
み
ん
な
、
け
だ
も
の

だ
く
て
の
ぉ
」
と
い
う
私
が
好
き
な
言
葉
か
ら

つ
け
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
山
や
田
ん
ぼ

で
遊
び
、
野
草
や
木
の
実
を
食
べ
、
自
然
と
人

の
暮
ら
し
が
密
接
だ
っ
た
時
代
を
生
き
抜
い
て

こ
ら
れ
た
師
匠
の
言
葉
で
す
。
百
姓
の
暮
ら
し

が
今
も
残
る
荻
ノ
島
の
人
に
な
り
た
い
と
、
協

力
隊
に
応
募
し
、
幸
い
に
も
集
落
の
中
で
そ
の

暮
ら
し
を
最
も
受
け
継
い
で
い
る
師
匠
に
指
導

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
師
匠
は
段
取
り
が
よ

く
仕
事
が
丁
寧
で
、
人
間
的
に
も
魅
力
的
で
私

の
憧
れ
で
す
。

Ｑ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
農
業
の
継
承
と
は
？

Ａ
任
期
中
に
田
ん
ぼ
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
20
世
帯
の
小
さ
な
集

落
な
の
で
、
村
仕
事
の
人
手
が
足
り
な
い
な

ど
、
問
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
を
お
手
伝
い
し
て
、
集
落
の
役
に
立
と

う
と
し
て
い
る
段
階
で
す
。
平
場
の
大
き
な
農

業
と
、
山
場
の
小
さ
な
農
業
で
は
違
い
が
あ
り

ま
す
。
山
の
も
の
を
生
か
そ
う
と
い
う
習
慣
や

文
化
が
残
っ
て
い
ま
す
。
師
匠
は
、
山
か
ら
木

を
切
っ
て
、
Ｖ
字
に
立
て
て
、
キ
ュ
ウ
リ
の
つ

る
を
登
ら
せ
た
り
、
一
冬
越
し
た
葉
っ
ぱ
を
腐

葉
土
と
し
て
、
畑
に
ま
い
た
り
と
、
山
の
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
、
小
規
模
で
丁
寧
に
作
る
農

業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
継
い
で
い
か
な

い
と
無
く
な
っ
て
し
ま
う
思
想
や
生
き
方
を
師

匠
か
ら
学
び
、
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
山
資
源
の
活
用
と
は
？

Ａ
荻
ノ
島
の
お
米
は
、
横
浜
の
社
会
福
祉
法
人

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
購
入
し
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
法
人
の
利
用
者
さ
ん
の
精
米
・
計

量
・
袋
詰
め
と
い
っ
た
仕
事
に
も
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
菜
や
野
菜
、
豆
類
な
ど

の
山
の
恵
み
も
生
か
せ
る
よ
う
、
連
携
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
な
ど
の
加
工
食
品
の
研
究
・
開
発
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
山
菜
の
栄
養
的
な

価
値
を
伝
え
た
り
、
料
理
上
手
な
お
母
さ
ん
た

ち
の
レ
シ
ピ
を
添
え
た
り
と
プ
ラ
ス
α
の
価
値

を
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
部

で
暮
ら
し
て
き
た
私
に
は
山
菜
っ
て
と
て
も
珍

し
い
ん
で
す
。
地
元
の
人
に
と
っ
て
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
山
の
資
源
の
価
値
を
再
発
見
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

坪
井
隊
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

問市民活動支援課　☎21・2272　℻24・7714

高柳町門出の地域おこし協力隊

小柴康隆隊員（24）
こしば やすたか

市内３集落で、外部人材（隊員）を受け入れ、地域の明日に向けた活動が始まっています。

活動の様子は
facebook で
随時発信！

やまぴー もっちゃん

山
下
隊
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新たにスタート！

福島県会津若松市出身。私のミッションは、門出集落のかやぶき
の宿の運営支援と、自然体験インストラクターの支援です。
100 の仕事をできる「百姓」に少しでも近づけるように頑張ります！
（令和元（2019）年 8月 19 日活動開始）

facebook
柏崎市

地域おこし協力隊

山下喜照隊員（40） 坪井元春隊員（25）
のぶてる もとはる

神奈川県茅ケ崎市出身。伊香保温泉の旅館で接客業や営業
の仕事をしていた。プライベートで、新潟の農家民宿を訪
れ、山間部の食に感動し、山古志や十日町など新潟の山間
部を回るようになる。そして今から 4年前に、荻ノ島の
方との縁があり、年に数回荻ノ島に行くようになる。地域
の盆踊りや宴会に参加し、集落の雰囲気も知ったり、集落
の考えに共感したりし、遊びに来るのではなく、住みたい
と思うようになる。その後地域おこし協力隊（以下協力隊）
の募集を知り応募。現在は、荻ノ島の協力隊のミッション
である、①かやぶき環状集落を支える地域農業の支援・継
承、②山資源の活用のため、地域の師匠の下、農業に励む。
（平成 31（2019）年 4月 20 日活動開始）

神奈川県厚木市出身。東京農業大学を卒業。茨城の建
設関係の会社を退職後、南魚沼市の友人の紹介で柏崎
の協力隊の募集を知り、岩之入を見学。自分の仕事観
や、やってみたいことなど、岩之入町内会長から、話
を聞いてもらった際、受け入れてもらえると感じた。
信頼できる人たちと一緒に過ごしたいという思いと合
致し、応募を決意。現在は、岩之入の協力隊のミッショ
ンである①語らいサロンの立ち上げ・運営、②集落を
守る棚田の維持に取り組んでいる。
（令和元（2019）年 5月 13 日活動開始）

profile profile

高柳町荻ノ島 岩之入
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か
し
な
が
ら
、
小
規
模
で
丁
寧
に
作
る
農

業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
継
い
で
い
か
な

い
と
無
く
な
っ
て
し
ま
う
思
想
や
生
き
方
を
師

匠
か
ら
学
び
、
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
山
資
源
の
活
用
と
は
？

Ａ
荻
ノ
島
の
お
米
は
、
横
浜
の
社
会
福
祉
法
人

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
購
入
し
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
法
人
の
利
用
者
さ
ん
の
精
米
・
計

量
・
袋
詰
め
と
い
っ
た
仕
事
に
も
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
菜
や
野
菜
、
豆
類
な
ど

の
山
の
恵
み
も
生
か
せ
る
よ
う
、
連
携
の
さ
ら

な
る
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
な
ど
の
加
工
食
品
の
研
究
・
開
発
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
山
菜
の
栄
養
的
な

価
値
を
伝
え
た
り
、
料
理
上
手
な
お
母
さ
ん
た

ち
の
レ
シ
ピ
を
添
え
た
り
と
プ
ラ
ス
α
の
価
値

を
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
部

で
暮
ら
し
て
き
た
私
に
は
山
菜
っ
て
と
て
も
珍

し
い
ん
で
す
。
地
元
の
人
に
と
っ
て
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
山
の
資
源
の
価
値
を
再
発
見
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

坪
井
隊
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

問市民活動支援課　☎21・2272　℻24・7714

高柳町門出の地域おこし協力隊

小柴康隆隊員（24）
こしば やすたか

市内３集落で、外部人材（隊員）を受け入れ、地域の明日に向けた活動が始まっています。

活動の様子は
facebook で
随時発信！

やまぴー もっちゃん

山
下
隊
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新たにスタート！

福島県会津若松市出身。私のミッションは、門出集落のかやぶき
の宿の運営支援と、自然体験インストラクターの支援です。
100 の仕事をできる「百姓」に少しでも近づけるように頑張ります！
（令和元（2019）年 8月 19 日活動開始）

facebook
柏崎市

地域おこし協力隊

山下喜照隊員（40） 坪井元春隊員（25）
のぶてる もとはる

神奈川県茅ケ崎市出身。伊香保温泉の旅館で接客業や営業
の仕事をしていた。プライベートで、新潟の農家民宿を訪
れ、山間部の食に感動し、山古志や十日町など新潟の山間
部を回るようになる。そして今から 4年前に、荻ノ島の
方との縁があり、年に数回荻ノ島に行くようになる。地域
の盆踊りや宴会に参加し、集落の雰囲気も知ったり、集落
の考えに共感したりし、遊びに来るのではなく、住みたい
と思うようになる。その後地域おこし協力隊（以下協力隊）
の募集を知り応募。現在は、荻ノ島の協力隊のミッション
である、①かやぶき環状集落を支える地域農業の支援・継
承、②山資源の活用のため、地域の師匠の下、農業に励む。
（平成 31（2019）年 4月 20 日活動開始）

神奈川県厚木市出身。東京農業大学を卒業。茨城の建
設関係の会社を退職後、南魚沼市の友人の紹介で柏崎
の協力隊の募集を知り、岩之入を見学。自分の仕事観
や、やってみたいことなど、岩之入町内会長から、話
を聞いてもらった際、受け入れてもらえると感じた。
信頼できる人たちと一緒に過ごしたいという思いと合
致し、応募を決意。現在は、岩之入の協力隊のミッショ
ンである①語らいサロンの立ち上げ・運営、②集落を
守る棚田の維持に取り組んでいる。
（令和元（2019）年 5月 13 日活動開始）

profile profile

高柳町荻ノ島 岩之入
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31（2019）年度
30（2018）年度

市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員

901,000円
704,000円
605,000円
491,000円
420,000円
394,000円

901,000円×在職月数×0.52
704,000円×在職月数×0.34
605,000円×在職月数×0.203.35月分

(平成31（2019）
年度)

給料または報酬月額 期末手当 退職手当

※特別休暇は、結婚・出産・交通機関の事故など特別な事情によ
る休暇です。療養休暇は、職員が負傷・疾病のため療養する必
要があり、勤務しないことがやむを得ないと認めた休暇です。

年次休暇
特別休暇
療養休暇

区　　分
12.3日
 6.2日
2.1日

1人当たり平均取得日
①休暇の取得状況（平成30（2018）年1月1日～12月31日）

⑨特別職の報酬など（平成31（2019）年4月1日現在）

4　懲戒処分・分限処分（平成30（2018）年度）

 10人
   2人
　2人
　1人
　2人
　4人
   4人
   9人
 34人

一般事務職員
土木技術職員
保健師
看護師
教育職員
保育士
調理員（任期付）
消防士

30年度 31年度

50,488,736千円 1,961,496千円 6,455,599千円 12.8％ 14.0％83,628人

住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 平成29（2017）
年度の人件費率

2,976,777千円 519,862千円 1,166,571千円 4,663,210千円 5,895千円791人

職員数
Ａ 給　料 職員手当

給　与　費
期末・勤勉手当 計　Ｂ

1人当たり
給与費Ｂ/Ａ

915人（男性600人、女性315人）
905人（男性587人、女性318人）

※人件費には特別職に支給される給料、報酬などを含みます。住民基本台帳人口は、平成31（2019）年1月1日現在の人数です。

※職員手当には退職手当を含み
ません。

※職員数は平成30（2018）年
4月1日現在の人数です。

職　種

一般行政職
技能労務職
消防職
福祉職（保育士など）

平均年齢

43.3歳 　 324,376円   　404,667円　　342,969円 　
50.3歳 　 283,204円 　  296,951円　　285,290円 　
36.6歳 　 291,618円 　  363,490円　　309,625円 　
39.9歳 　 297,164円 　  329,614円　　301,615円　　 　

平均給料月額 平均給与月額

計

180,700円
148,600円

180,700円
148,600円

一　般
行政職

大学卒
高校卒

柏崎市区　　分 国（一般職）

267,875円
223,400円

373,758円
347,983円

351,000円
297,500円

一　般
行政職

大学卒
高校卒

経験年数
10年区　　分 経験年数

20年
経験年数

25年
392,371円
376,450円

経験年数
30年

246,640千円
234,637千円

293千円
277千円

平成29年度
平成30年度

支給実績 １人当たり
平均支給額

※採用前に民間企業勤務経験などがある場合には、その期間を換算し、採用後
の経験年数に加算しています。

役職加算5～15％
役職加算5～20％、管理職加算10～25％

柏崎市
国

2.6月分（1.45月分）
2.6月分（1.45月分）

1.85月分（0.90月分）
1.85月分（0.90月分）

1,494千円
期末手当 勤勉手当

支給割合 加算措置の状況（職制上の段階、職務の
級などによる加算措置）

1人当たり
平均支給額

※（　）内は、再任用職員の支給割合です。

勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額
1人当たり平均支給額

24.586875月分
33.27075　月分
47.709　　　月分
47.709　　　月分

24.586875月分
33.27075　月分
47.709　　　月分
47.709　　　月分

柏崎市の定年・勧奨 国の定年・勧奨

※1人当たり平均支給額は、平成30（2018）年度退職手当の平均額です。
19,741千円

※平均給料月額は、平成31（2019）年4月1
日現在の職種ごとの基本給の平均額です｡

※平均給与月額は、給料月額に毎月支払われ
る扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などの諸手当を含みます。

※平均給与月額（国ベース）とは、国家公務
員の平均給与月額に時間外勤務手当、特
殊勤務手当などが含まれないことから、
比較のため国家公務員と同じベースで再
計算したものです。

1　職員の任免・職員数

2　職員の給与・特別職の報酬

①平成30（2018）年度、平成31（2019）年度
　職種別採用者数　

②平成30（2018）年度職員給与費（普通会計決算）

③職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額（平成31（2019）年4月1日現在）

③4月1日現在の職員数（市長・副市長・教育長除く）

④年齢別職員構成の状況（平成31（2019）年4月1日現在）

①平成30（2018）年度人件費（普通会計決算）

④初任給
（平成31（2019）年4月1日現在）

⑤経験年数別・学歴別平均給料月額
（平成31（2019）年4月1日現在）

⑦時間外勤務手当（年度決算）

⑥期末手当・勤勉手当（平成30（2018）年度）

⑧退職手当（平成31（2019）年4月1日現在）

年
齢（
歳
）

人数（人）

18
22
〜

23
27
〜

33
37
〜〜

38
42
〜

43
47
〜

48
52
〜

53
57
〜

58
〜

28
32

0

45

90

135

180
合計
男性
女性

人件費率B/A

※①～②の採用者数・退職者数は特別職と再任用職員 ( 退職後、改めて採用した職員）を含みません。
※③～⑤の職員数は、特別職を除き、フルタイム再任用職員を含む職員数です。

柏崎市人事行政の運営状況を公表します
市職員の任免や給与・勤務条件などをお知らせします。誌面の都合上、掲載できなかった内容は、
市ホームページで公表しています。
問人事課　☎43・9143　℻32・3303

一般行政
教　　育
消　　防

公営企業など
職員数総計

579人
68人

144人
150人
941人

577人
66人

142人
149人
934人

577人
66人

145人
148人
936人

570人
66人

149人
120人
905人

－ 9 （－ 1.6％）
  － 2 （－ 2.9％）

5 （　 3.5％）
－30（－20.0％）
－36 （－ 3.8％）

部門別
年度 26（2014）

年度
過去5年間の
増減数（率）

⑤職員数の推移

育児休業

部分休業

17人
9人

10人

平成30年度以前からの継続
平成30年度新規

②育児休業・部分休業の取得状況
 （平成30（2018）年度）

※部分休業は、小学校就学前の子どもを養育する職員が、
１日２時間まで 30 分単位で取得できる休業です。

3　休暇・休業

②平成30（2018）年度事由別退職者数

 41人 28人
その他 計定年
 13人

571人
67人

145人
147人
930人

分限処分 休職 5人
処分名 理由 人数

分限処分の理由と人数

心身の故障

 11人
ー
ー

　1人
　3人
　6人
   5人
   6人
 32人

575人
67人

149人
124人
915人

27（2015）
年度

28（2016）
年度

29（2017）
年度

30（2018）
年度

31（2019）
年度

平均給与月額
（国ベース）

年度

（平成29（2017）年度）
（平成30（2018）年度）

懲戒処分
戒告

3人
1人
2人
3人

処分名 理由 人数
一般服務違反
交通事故・交通法規違反
一般服務違反
管理監督責任

減給

懲戒処分の理由と人数
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31（2019）年度
30（2018）年度

市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員

901,000円
704,000円
605,000円
491,000円
420,000円
394,000円

901,000円×在職月数×0.52
704,000円×在職月数×0.34
605,000円×在職月数×0.203.35月分

(平成31（2019）
年度)

給料または報酬月額 期末手当 退職手当

※特別休暇は、結婚・出産・交通機関の事故など特別な事情によ
る休暇です。療養休暇は、職員が負傷・疾病のため療養する必
要があり、勤務しないことがやむを得ないと認めた休暇です。

年次休暇
特別休暇
療養休暇

区　　分
12.3日
 6.2日
2.1日

1人当たり平均取得日
①休暇の取得状況（平成30（2018）年1月1日～12月31日）

⑨特別職の報酬など（平成31（2019）年4月1日現在）

4　懲戒処分・分限処分（平成30（2018）年度）

 10人
   2人
　2人
　1人
　2人
　4人
   4人
   9人
 34人

一般事務職員
土木技術職員
保健師
看護師
教育職員
保育士
調理員（任期付）
消防士

30年度 31年度

50,488,736千円 1,961,496千円 6,455,599千円 12.8％ 14.0％83,628人

住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 平成29（2017）
年度の人件費率

2,976,777千円 519,862千円 1,166,571千円 4,663,210千円 5,895千円791人

職員数
Ａ 給　料 職員手当

給　与　費
期末・勤勉手当 計　Ｂ

1人当たり
給与費Ｂ/Ａ

915人（男性600人、女性315人）
905人（男性587人、女性318人）

※人件費には特別職に支給される給料、報酬などを含みます。住民基本台帳人口は、平成31（2019）年1月1日現在の人数です。

※職員手当には退職手当を含み
ません。

※職員数は平成30（2018）年
4月1日現在の人数です。

職　種

一般行政職
技能労務職
消防職
福祉職（保育士など）

平均年齢

43.3歳 　 324,376円   　404,667円　　342,969円 　
50.3歳 　 283,204円 　  296,951円　　285,290円 　
36.6歳 　 291,618円 　  363,490円　　309,625円 　
39.9歳 　 297,164円 　  329,614円　　301,615円　　 　

平均給料月額 平均給与月額

計

180,700円
148,600円

180,700円
148,600円

一　般
行政職

大学卒
高校卒

柏崎市区　　分 国（一般職）

267,875円
223,400円

373,758円
347,983円

351,000円
297,500円

一　般
行政職

大学卒
高校卒

経験年数
10年区　　分 経験年数

20年
経験年数

25年
392,371円
376,450円

経験年数
30年

246,640千円
234,637千円

293千円
277千円

平成29年度
平成30年度

支給実績 １人当たり
平均支給額

※採用前に民間企業勤務経験などがある場合には、その期間を換算し、採用後
の経験年数に加算しています。

役職加算5～15％
役職加算5～20％、管理職加算10～25％

柏崎市
国

2.6月分（1.45月分）
2.6月分（1.45月分）

1.85月分（0.90月分）
1.85月分（0.90月分）

1,494千円
期末手当 勤勉手当

支給割合 加算措置の状況（職制上の段階、職務の
級などによる加算措置）

1人当たり
平均支給額

※（　）内は、再任用職員の支給割合です。

勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額
1人当たり平均支給額

24.586875月分
33.27075　月分
47.709　　　月分
47.709　　　月分

24.586875月分
33.27075　月分
47.709　　　月分
47.709　　　月分

柏崎市の定年・勧奨 国の定年・勧奨

※1人当たり平均支給額は、平成30（2018）年度退職手当の平均額です。
19,741千円

※平均給料月額は、平成31（2019）年4月1
日現在の職種ごとの基本給の平均額です｡

※平均給与月額は、給料月額に毎月支払われ
る扶養手当、住居手当、時間外勤務手当
などの諸手当を含みます。

※平均給与月額（国ベース）とは、国家公務
員の平均給与月額に時間外勤務手当、特
殊勤務手当などが含まれないことから、
比較のため国家公務員と同じベースで再
計算したものです。

1　職員の任免・職員数

2　職員の給与・特別職の報酬

①平成30（2018）年度、平成31（2019）年度
　職種別採用者数　

②平成30（2018）年度職員給与費（普通会計決算）

③職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額（平成31（2019）年4月1日現在）

③4月1日現在の職員数（市長・副市長・教育長除く）

④年齢別職員構成の状況（平成31（2019）年4月1日現在）

①平成30（2018）年度人件費（普通会計決算）

④初任給
（平成31（2019）年4月1日現在）

⑤経験年数別・学歴別平均給料月額
（平成31（2019）年4月1日現在）

⑦時間外勤務手当（年度決算）

⑥期末手当・勤勉手当（平成30（2018）年度）

⑧退職手当（平成31（2019）年4月1日現在）

年
齢（
歳
）

人数（人）

18
22
〜

23
27
〜

33
37
〜〜

38
42
〜

43
47
〜

48
52
〜

53
57
〜

58
〜

28
32

0

45

90

135

180
合計
男性
女性

人件費率B/A

※①～②の採用者数・退職者数は特別職と再任用職員 ( 退職後、改めて採用した職員）を含みません。
※③～⑤の職員数は、特別職を除き、フルタイム再任用職員を含む職員数です。

柏崎市人事行政の運営状況を公表します
市職員の任免や給与・勤務条件などをお知らせします。誌面の都合上、掲載できなかった内容は、
市ホームページで公表しています。
問人事課　☎43・9143　℻32・3303

一般行政
教　　育
消　　防

公営企業など
職員数総計

579人
68人

144人
150人
941人

577人
66人

142人
149人
934人

577人
66人

145人
148人
936人

570人
66人

149人
120人
905人

－ 9 （－ 1.6％）
  － 2 （－ 2.9％）

5 （　 3.5％）
－30（－20.0％）
－36 （－ 3.8％）

部門別
年度 26（2014）

年度
過去5年間の
増減数（率）

⑤職員数の推移

育児休業

部分休業

17人
9人

10人

平成30年度以前からの継続
平成30年度新規

②育児休業・部分休業の取得状況
 （平成30（2018）年度）

※部分休業は、小学校就学前の子どもを養育する職員が、
１日２時間まで 30 分単位で取得できる休業です。

3　休暇・休業

②平成30（2018）年度事由別退職者数

 41人 28人
その他 計定年
 13人

571人
67人

145人
147人
930人

分限処分 休職 5人
処分名 理由 人数

分限処分の理由と人数

心身の故障

 11人
ー
ー

　1人
　3人
　6人
   5人
   6人
 32人

575人
67人

149人
124人
915人

27（2015）
年度

28（2016）
年度

29（2017）
年度

30（2018）
年度

31（2019）
年度

平均給与月額
（国ベース）

年度

（平成29（2017）年度）
（平成30（2018）年度）

懲戒処分
戒告

3人
1人
2人
3人

処分名 理由 人数
一般服務違反
交通事故・交通法規違反
一般服務違反
管理監督責任

減給

懲戒処分の理由と人数
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問
健
康
推
進
課

　
☎
20
・
４
２
１
１
　
℻
22
・
１
０
７
７

接
種
は
希
望
制
で
す
。
接
種
の
際
は
、
健

康
保
険
証
を
お
持
ち
の
上
、
必
ず
医
師
の

予
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
予
診
の
結

果
、
接
種
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
補
助
期

間
中
で
あ
れ
ば
再
び
受
診
で
き
ま
す
。

▼
補
助
期
限…

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

３
月
31
日
㈫

※

期
間
外
の
接
種
は
全
額
自
己
負
担
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

▼
接
種
料（
自
己
負
担
額
）…

１
６
５
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。

▼
対
象…

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方

①
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
に
65
歳
以
上

（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
可
）
の
方

②
60
歳
以
上
64
歳
以
下
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方

③
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
方
で
、
①
ま
た
は

②
に
当
て
は
ま
る
方

▼
申
し
込
み…

予
約
の
要
・
不
要
は
、
各
医
療

機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

◆
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

▼
接
種
料
（
自
己
負
担
額
）…

４
６
１
０
円

※

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
。

▼
対
象…

初
め
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
る
方

で
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
方

①
下
表
の
対
象
年
齢
の
方

②
60
歳
以
上
64
歳
以
下
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
方

③
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
方
で
、
①
ま
た
は
②

に
当
て
は
ま
る
方

▼
申
し
込
み…

事
前
に
、
各
医
療
機
関
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意…

①
の
う
ち
65
歳
の
方
、
65
歳
以
外
の
方

で
申
し
込
み
さ
れ
た
方
お
よ
び
②
、
③
の
方
へ
書

類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
転
入
し
た
方
、
①
の

う
ち
、
65
歳
以
外
の
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
、
書
類
を
紛
失
し
た
方
は
、
健
康
推
進
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生年月日
昭和29（1954）年4月2日～昭和30（1955）年4月1日
昭和24（1949）年4月2日～昭和25（1950）年4月1日
昭和19（1944）年4月2日～昭和20（1945）年4月1日
昭和14（1939）年4月2日～昭和15（1940）年4月1日
昭和 9 （1934）年4月2日～昭和10（1935）年4月1日
昭和 4 （1929）年4月2日～昭和 5 （1930）年4月1日
大正13（1924）年4月2日～大正14（1925）年4月1日

大正 9 （1920）年4月1日以前の方

年 齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳

100歳以上

石井整形外科
五十川医院
稲田医院
うえはら眼科医院
おぎた小児科医院
恩田クリニック
川田胃腸クリニック
北村医院
木村内科循環器科医院
こんどう医院
佐藤医院
佐藤医院吉井出張所
さとう内科クリニック
杉本医院
高木医院
高橋医院
田村医院
たむら脳外科クリニック
中沢消化器科・内科医院
のざわ内科医院
はらクリニック
平野内科医院
平松医院
本田医院
本間内科医院
駅前クリニック前畑医院
前畑医院米山分院
宮尾医院
むなかた眼科医院
村井こどもクリニック
産科婦人科山田医院
横田整形外科医院
刈羽診療所
西山ふれあいクリニック
柏崎総合医療センター
柏崎中央病院
柏崎厚生病院
国立病院機構新潟病院
関病院
北条診療所
野田診療所
谷根診療所
高柳診療所

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

32・1300
24・3277
32・0777
22・9081
22・2457
21・6788
22・2024
22・3773
22・1220
21・8087

22・2837

23・0908
20・0770
22・4388
22・0753
24・3262
32・2956
32・3650
32・2225
28・1600
21・0655
31・2201
21・2555
21・3666

32・1700

23・5768
22・2947
21・1717
23・6070
20・6110
45・3555
47・3333
23・2165
23・6254
22・0111
22・2126
23・4314
25・3215
29・2005
26・2502
41・2025

医療機関名 電話番号

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

肺
炎
球
菌

委託医療機関一覧

高
齢
者
の
予
防
接
種
料
を

補
助
し
ま
す

肺炎球菌ワクチン対象年齢

松
雲
山
荘
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▼
と
き…

10
月
26
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間…

午
後
５
時
〜
９
時

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
紅
葉
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー…

松
雲
山
荘
、
も
み
じ
谷

（
弥
彦
村
）
、
も
み
じ
園
（
長
岡
市
）

の
３
カ
所
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

抽
選
で
素
敵
な
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
（
一
社
）
柏
崎
観
光
協

会
・
市
役
所
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
駐
車
場

▼
赤
坂
山
公
園
第
４
駐
車
場
（
１
台
３

０
０
円
）…

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▼
剣
野
小
学
校
駐
車
場
（
無
料
）

●
月
〜
金
曜
＝
午
後
６
時
〜
９
時

●
土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
９
時
〜
午

後
９
時

※

学
校
行
事
な
ど
に
よ
り
、
駐
車
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
ち
ょ
っ
得
タ
ク
シ
ー

▼
運
行
区
間…

柏
崎
駅
〜
松
雲
山
荘

▼
片
道
料
金…

５
０
０
円

※

途
中
下
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所…

（
一
社
）
柏

崎
観
光
協
会
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー

ン
・
木
村
茶
道
美
術
館
・
松
雲
山
荘
前

臨
時
案
内
所

問
（
一
社
）
柏
崎
観
光
協
会

　
☎
22
・
３
１
６
３
　
℻
32
・
２
８
８
３

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４
　
℻
24
・
７
７
１
４

松
雲
山
荘
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　木
村
茶
道
美
術
館 

紅
葉
茶
席

木
村
茶
道
美
術
館

▼
開
館
時
間…
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

10
月
28
日
㈪
は
休
館
。

▼
入
館
料…
４
０
０
円

▼
抹
茶
提
供
料
金…
屋
内
は
一
服
千

円
、
屋
外
は
一
服
５
０
０
円

問
木
村
茶
道
美
術
館

　
☎
℻
23
・
８
０
６
１

国
民
文
化
祭
・
に
い
が
た
２
０
１
９

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
に
い
が

た
大
会
　
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
秋
の
芸
能
公
演
会
」

▼
と
き
・
演
目

●
11
月
２
日
㈯
の
午
後
４
時
〜
＝
綾
子
舞

●
11
月
３
日
㈰
㈷
の
午
後
４
時
〜

　
＝
物
部
神
社
の
太
夫
舞

●
11
月
９
日
㈯
の
午
後
４
時
〜

　
＝
石
井
神
社
の
大
和
舞

●
11
月
10
日
㈰
の
午
後
４
時
〜
＝
お
い
な

▼
と
こ
ろ…

松
雲
山
荘
特
設
ス
テ
ー
ジ

問
文
化
・
生
涯
学
習
課

　
☎
20
・
７
５
０
０
　
℻
22
・
２
６
３
７

庭
園
内
の
色
付
い
た
木
々
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
空
に
浮
か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
「
紅
い
静
寂
」
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
中
は
、
木
村
茶
道
美
術
館
で
夜
の
茶
席
も
行
い
ま
す
。
紅
葉
を

見
な
が
ら
、
抹
茶
を
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
「
秋
の
芸
能
公
演
会
」
が
あ
り
、
美
し
い
紅
葉
の
中

で
伝
統
芸
能
を
堪
能
で
き
ま
す
。

10/26 ㈯～
11/24 ㈰
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松
雲
山
荘
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

▼
と
き…

10
月
26
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈰

▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間…

午
後
５
時
〜
９
時

◆
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
紅
葉
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー…
松
雲
山
荘
、
も
み
じ
谷

（
弥
彦
村
）
、
も
み
じ
園
（
長
岡
市
）

の
３
カ
所
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、

抽
選
で
素
敵
な
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
（
一
社
）
柏
崎
観
光
協

会
・
市
役
所
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
駐
車
場

▼
赤
坂
山
公
園
第
４
駐
車
場
（
１
台
３

０
０
円
）…

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

▼
剣
野
小
学
校
駐
車
場
（
無
料
）

●
月
〜
金
曜
＝
午
後
６
時
〜
９
時

●
土
・
日
曜
、
祝
日
＝
午
前
９
時
〜
午

後
９
時

※

学
校
行
事
な
ど
に
よ
り
、
駐
車
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
ち
ょ
っ
得
タ
ク
シ
ー

▼
運
行
区
間…

柏
崎
駅
〜
松
雲
山
荘

▼
片
道
料
金…

５
０
０
円

※

途
中
下
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所…

（
一
社
）
柏

崎
観
光
協
会
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー

ン
・
木
村
茶
道
美
術
館
・
松
雲
山
荘
前

臨
時
案
内
所

問
（
一
社
）
柏
崎
観
光
協
会

　
☎
22
・
３
１
６
３
　
℻
32
・
２
８
８
３

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４
　
℻
24
・
７
７
１
４

松
雲
山
荘
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　木
村
茶
道
美
術
館 

紅
葉
茶
席

木
村
茶
道
美
術
館

▼
開
館
時
間…

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

10
月
28
日
㈪
は
休
館
。

▼
入
館
料…

４
０
０
円

▼
抹
茶
提
供
料
金…

屋
内
は
一
服
千

円
、
屋
外
は
一
服
５
０
０
円

問
木
村
茶
道
美
術
館

　
☎
℻
23
・
８
０
６
１

国
民
文
化
祭
・
に
い
が
た
２
０
１
９

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
に
い
が

た
大
会
　
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
秋
の
芸
能
公
演
会
」

▼
と
き
・
演
目

●
11
月
２
日
㈯
の
午
後
４
時
〜
＝
綾
子
舞

●
11
月
３
日
㈰
㈷
の
午
後
４
時
〜

　
＝
物
部
神
社
の
太
夫
舞

●
11
月
９
日
㈯
の
午
後
４
時
〜

　
＝
石
井
神
社
の
大
和
舞

●
11
月
10
日
㈰
の
午
後
４
時
〜
＝
お
い
な

▼
と
こ
ろ…

松
雲
山
荘
特
設
ス
テ
ー
ジ

問
文
化
・
生
涯
学
習
課

　
☎
20
・
７
５
０
０
　
℻
22
・
２
６
３
７

庭
園
内
の
色
付
い
た
木
々
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
空
に
浮
か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
「
紅
い
静
寂
」
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
期
間
中
は
、
木
村
茶
道
美
術
館
で
夜
の
茶
席
も
行
い
ま
す
。
紅
葉
を

見
な
が
ら
、
抹
茶
を
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
「
秋
の
芸
能
公
演
会
」
が
あ
り
、
美
し
い
紅
葉
の
中

で
伝
統
芸
能
を
堪
能
で
き
ま
す
。

10/26 ㈯～
11/24 ㈰
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